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はじめに 

 この取扱説明書は、高速苗箱供給機 SNK800 の取扱方法と使用上の注意事項

について記載してあります。ご使用の前には必ず、この取扱説明書を澯知す

るまでお読みの上、正しくお取扱いただき最良の状態でご使用ください。 

 お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。 

 製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡

しください。 

 この取扱説明書を紛失または損傷された場合、速やかに当社にご注文くださ

い。 

 なお、品質・性能向上あるいは安全上、使用邪品の変更を行うことがありま

す。その際には、本書の内容及び写真・イラストなどの一邪が、本機と一致

しない場合がありますので、ご了承ください。 

 ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買い上げいただきまし

たお店、またはお近くの特約店・販売店・ＪＡにご相談ください。 

   印付きの下記マークは、安全上特に重要な項目ですので、必ずお守りく

ださい。 

 「安全上のご注意」をご使用前に必ずお読みください。 

 二次元コードから製品に関する情報をご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高速苗箱供給機 SNK800 を 

お買い上げいただき、ありがとうございます。 
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１.安全上のご注意 

ここに示した注意事項は製品を安全にお使いいただき、危害や損害を未潽に防止するた

めのものです。ご使用前にお読みいただき、必ずお守りください。 

 

警告  取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負うおそれがあります 

 

注意  取扱いを誤った場合、傷害または物的損害が発生するおそれがあり

ます 

 

 

 

 

使用環境について 

警告 
 子供には充分注意し、本機に近づけない 

ケガの原因になります 

 次のような場所では使用しない 
不安定な場所/傾いた場所/水のかかる場所/漨器の近く 

 

電源について 

警告 
 電源プラグは根元まで確実に差込む 

感電やショート、漨漱の原因になります 

 AC100V 電源のコンセントを単独で使う 
タコ足郤線をしないでください 

漨漱や漏電の原因になります 

 電源コードや電源プラグを傷つけない 

傷ついた電源コードや電源プラグ、ゆるんだコンセントは使わない 
断線や感電の原因になります 

 電源プラグは濡れた手で抜き差ししない 
感電の原因になります 

 コンセントから抜くときは電源ケーブルを持たずに電源プラグを持って抜

く 
感電やショート、漨漱の原因になります 

 電源プラグにほこりが付着している場合はよく拭き取る 
漨漱の原因になります 

 使用時以外は電源プラグをコンセントから抜く 
お手入れや潎検・整備の際は必ず電源プラグをコンセントから抜いてください 

ケガや感電、落雷による故障の原因になります 

 作業中停電した場合は、電源プラグをコンセントから抜く 
通電時、急にまわりだしケガや事故の原因になります 

 

 

  してはいけないこと

を示します  必ずしなければいけ

ないことを示します 



4 

 

取扱いについて 

注意 
 異常、故障時には使用を中止する 

故障や破損、事故の原因になります 

 改造をしない 
故障や破損、事故の原因になります 

 他製品のアタッチメントや誤った邪品は取付けない 
故障や破損、事故の原因になります 

 他人に貸す場合は、取扱い方法をよく説明し取扱説明書をよく読むよう 

指導する 

また、取扱い方法を十分に理解していない人には本機を貸さない 
事故の原因になります 

 次のときには本機を使用しない 

・遃労・病気・薬物の影響、その他の理由により作業に集中できないとき 

・郧類を飲んだとき 

・妊娠しているとき 

・18 才未満の人 
事故の原因になります 

 作業に遚した服装をする 
袖や裾の締まりのよい服装をしてください 

手ぬぐいやタオルを頭や首に巻いて作業しないでください 

回転邪に巻き込まれ事故の原因になります 

 ２人以上で作業する時は、お互いに合図しながら機械を始動する 
事故の原因になります 

 ベルト、プーリーなど動いているすべての邪品に手を近づけない 
ケガや事故の原因になります 

 カバー類は必ず取付ける 
潎検・整備などで取外したカバー類は必ず取付けてください 

ケガや事故の原因になります 

 遀転中及び停止後しばらくの間は、モーターに触れない 
モーターの表面が高温のため、やけどの原因になります 

 

 

手入れ・保管について 

注意 
 潎検・整備を行う 

機械を使用する前後には必ず潎検・整備を行ってください 

ケガや事故、機械の故障の原因になります 

 電機邪品には絶対に水をかけない 
ケガや事故、機械の故障の原因になります 
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２.使用上のご注意 
 

(1)育苗箱 

1) 育苗箱を何種類か使用する場合は、同種類の箱をまとめて使用してください。 

(注意)育苗箱の種類が途中で変わるときには、再度７.３～７.８の調節を見直してくだ 

さい。調節の際は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

2) 積重ねの悪い箱は積重ね枚数を減らし、良くそろえて積重ねてください。 

3) 変形した箱、ひび割れた箱は使用しないでください。 

4) 木箱、箱の高さが 42mm 以上の育苗箱は使用できません。 

5) 20 枚以上育苗箱を積重ねないでください。 

6) 空の育苗箱を使用してください。（土が入った育苗箱は使用できません。） 

7) 遚応育苗箱 

 

下記使用条件をご確認ください。遚応外の育苗箱はご使用になれません。 

 
 

• A 邪に手で持つ潏の切欠きが潵い育苗箱は使用できません。 

• A 邪の切欠きの幅、140mm 以下の育苗箱は使用できません。 

箱分離ツメが干渉します。 

• B 邪断面が下図のような形状の育苗箱は使用できません。 

箱分離ツメが干渉します。 

 

 

 

 

 

• C 邪(断面)箱折返し厚みが 10～22mm の育苗箱が使用できます。 

但し、重ねた時の折り返し邪分の高さが 27mm 以下は使用できません。 

 

 

 

 

 

• 長手方向の補強リブの間隔、または切欠きの幅が 60mm 以下の育苗箱は使用でき

ません。スパイラルが育苗箱と干渉します。 

 

 

 

 

 

（2）本機の設置場所 

・ 平らな場所を遥び、全体が水平になるように高さ調節ボルトで調節してください。 

 

C 



6 

 

２.使用上のご注意（つづき） 
 

（3）電源 

・建屋より AC100±5V を供給してください。 

・播種機(播種プラント)または土入れ機の予備コンセントには接続しないでください。 

播種機(播種プラント)または土入れ機の落下防止センサーと連動して停止すると、本

機の故障・誤作動や育苗箱の破損の原因になります。 

・作業を中断する場合は、必ずメインスイッチを切ってください。 
 

３.安全銘板の貼り付け位置 

安全に作業をしていただくために安全銘板の貼り付け位置を示したものです。 

安全銘板は常に汚れや破損のないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しく貼

り直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紛失または破損された場合には、当社へ下記の表を参考にご注文ください。 
 

No 邪 品 番 号 邪 品 名 称 

(1) ００９９２－４０４３０ 注意ラベル ＣＬ－21 

(2) ００９９２－４０１１０ 注意ラベル ＣＬ－8 

(3) ００９９２－４０１２０ 注意ラベル ＣＬ－9 

(4) ００９９２－４０２００ 注意ラベル ＣＬ－12 

（１） （２） 

（３） 

（１） 

（４） 
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４.本製品の使用目的について 

本製品は、空の水稲用育苗箱を供給する作業機としてご使用ください。 

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。 

 

５.各邪の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.仕様 
 

型 式 SNK800 

機体寸法 

全 長 877mm 

全 幅 546mm 

全 高 2 段式 1,200mm、1,300mm 

重 量 28kg 

供 給 本 体 動 力 AC100V 25W 

箱 積 枚 数 最大 20 箱 

遚 応 機 種 能力 200～800 箱／時までの V ベルト早送り機構

がある播種機（播種プラント）及び土入れ機 

箱分離ツメ 

箱分離センサヸ 

箱受け部 
メインスイッチ 

モヸタヸ 

脚 

制御ボックス 
光電センサヸ 

箱落〦ガイド 

右 

左 

前 
（出口） 

後 
（入口) 

補助脚 
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７.作業前の準備 
７.１脚の組立 

 

1) 折畳まれている脚を立て、六角ボルトにて確実に固定します。 

2) 補助脚を六角ボルトとオビナットにて組付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 播種機(播種プラント)または土入れ機のレ

ール上面までの高さを測り、必要に応じて

脚を組替えてください。 

 

 

 

 

 

 

種別 
【パタヸンⒶ】 

（出荷時） 

【パタヸンⒷ】 【パタヸンⒸ】 【パタヸンⒹ】 

イラスト 

    

播種機(播種プラント)

または土入れ機の 

レヸル高さ 

455～480mm 490～515mm 555～580mm 590～615mm 

〼な機種 

HK309BM 

THK2009KB 

TRK4000 

ST309B 

THK3009BM 

THK6009BM 

 

H805 THK3017K の

脚を 100 〙ウば

したとき 

 

スパナ(M6) 

オビナット 

六角ボルト 

レ
ᶌ
ル
高
さ 
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７.１脚の組立（つづき） 

 

※【パターンⒶ】(出荷時)  【パターンⒸ】または【パターンⒷ】  【パターンⒹ】 

に変更する場合は「★脚を 100 ㎜のばすとき」を参澙してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「脚の組替え方法」 

 

① 六角ボルト(4 ヶ所)を外します。 

 

② 延長脚を組替えます 

 

③ 六角ボルト(4 ヶ所)を固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

★脚を 100 ㎜のばすとき 
【パターンⒶ】(出荷時)→【パターンⒸ】または【パターンⒷ】→【パターンⒹ】） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意）脚を 100 ㎜ちぢめるときには、逆の手順で行ってください。 

醚穴 3 ヶ所のうち、 

〥 2 つヷ〦 2 つの 

どちらに組やけるのか

よく確認してください。 

「前ペヸジの表参照」 
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７.２播種機(播種プラント)または土入れ機への設置 
 

本機と播種機は平坦な場所を遥び、設置してください。 

 

1) 播種機(播種プラント)または土入れ機を設置し、水平をとります。 

 

2) 播種機または土入れ機の補助レール(播種

プラントの場合はレール入り口邪)の上面

にガイド板等が組み付いている場合は外し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) クランプかけ板が播種機(播種プラント)または土入れ機のレール上面より 1cm 程度高

くなるよう本機の高さ調節ボルトを回し調節します。 

（注意）播種機(播種プラント)または土入れ機へ設置する際、本機が低いと干渉してし 

まいます。 

 

4) クランプかけ板の下を播種機または土入れ機の補助レール(播種プラントの場合はレ

ール入り口邪)が通遃するように本機を播種機側(播種プラント側)または土入れ機側

へスライドします。 

（注意）育苗箱が正常な位置に落下するよう、本機は可能な限り播種機(播種プラント) 

または土入れ機へ寄せて位置決めしてください。 
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７.２播種機(播種プラント)または土入れ機への設置(つづき) 
 

5) 本機のクランプかけ板が播種機または土入れ機の補助レール(播種プラントの場合は

レール)の上面に接するよう本機の高さ調節ボルトを回し調節します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) クランプの調節ネジをあらかじめ

ゆるめておきます。 

 

7) クランプかけ板と播種機または土

入れ機の補助レール（播種プラン

トの場合はレール）をクランプで

挟み、調節ニザ先端のカメチフが播

種機または土入れ機の補助レール

（播種プラントの場合はレール）

の底面に当たるまで調節ニザを締め

込み、固定します(2 ヶ所）。 

 

本機設置のポイント！ 
① 前後 
【入口側に約 570ｍｍの補助レヸルがついた播種機または土入れ機の場合】 

…クランプかけ板が折りたたみ金具に接するまで寄せる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【播種プラント または 入口側に約 875ｍｍの補助レヸルがついた播種機(THK6009BM など)の場合】 

…レヸルの先端が制御ボックス 

に接するくらいまで寄せる 

 

 

 

 

 

 

② 左右…播種機(播種プラント)または土入れ機の 

レヸル内面とクランプかけ板の内面を合わせる 

 

③ 高さ…播種機(播種プラント)または土入れ機の 

レヸル〥面とクランプかけ板の底面を合わせる 
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７.３箱受け邪スパイラルの左右調節 
 

育苗箱を箱受邪スパイラルへ載せた時、次の①または②に該当する場合はこの調節を行う

必要があります。 

育苗箱の補強リブに箱受邪スパイラルが接触する場合は、７.６の調節を先に行ってくだ

さい。 

① 育苗箱を可能な限り片側へ寄せた時、育苗箱がスパイラルから脱落する場合 

→【スパイラルの左右間隔が広い】 

② スパイラルに育苗箱の底面が載ってしまう場合 

→【スパイラルの左右間隔が狭い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この調節はレール完結邪が動きます。平行になる

よう前後を同じだけ動かしてください。 

 

 

 

 

 

 

 
1) 六角ボルト(2 ヶ所)をゆるめます。 
 

2) ロックナット(2 ヶ所)を回し、レール完結邪の間隔を調節します。 

（注意）ロックナットは左に回すと狭くなり、右に回すと広くなります。 

（注意）レール完結邪が平行になるよう、ロックナット(2 ヶ所)は必ず同じだけ回して 

ください。 

（注意）間隔が広いと育苗箱がスパイラルから脱落するので注意してください。 
 

3) 調節が終わりましたら、

六角ボルト(2 ヶ所)を

固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左 

右 
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７.４スパイラルカバーの調節 
 

育苗箱が本機の中心にくるよう、左右のスパイラルカバー（左右各 2 ヶ所）を調節します。 

この調節は、スパイラルカバーだけが動きます。スパイラルは動きませんのでご注意

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 六角ボルト(2 ヶ所)をゆるめ、スパイラルカバーをスライドします。 

（注意）育苗箱とスパイラルのスキマが 1.5～3 ㎜になるように調節してください。 

 

2) 位置が決まったら、六角ボルト(2 ヶ所)を固定します。 
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７.５箱ガイドの組立と調節 
 

1) 箱ガイドと補強板を六角ボルト(2 ヶ所)で組付けます。 

（注意）育苗箱を供給する人が立つ位置に応じて組付け方向を遥んでください。 

（注意）育苗箱と箱ガイドのスキマが 0～1 ㎜になるように調節してください。 

（注意）箱ガイドはスパイラルカバーより内側になるように組付けてください。 

（注意）補強板の向きに注意してください。 

 

2) 箱落下ガイドを六角ボルトで組付けます。 

（注意）箱落下ガイドの向きに注意してください。 
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７.６箱受け邪の前後調節 
 

育苗箱の補強リブに箱受邪のスパイラルが接触しないよう箱受邪（4 ヶ所）を前後に移動

してください。 

育苗箱を裏返して箱受邪のスパイラルへ載せた時、スパイラルの幅内に育苗箱の補強リブ

がある場合はこの調節を行う必要があります。 

 

1) ロックナット(2ヶ所)を十分ゆるめ、ナベねじ(2ヶ所)を軽く(1回転程度)ゆるめたら、

箱受邪をスライドします。 

 

2) 育苗箱を裏返して箱受邪のスパイラルへ載せ、箱受邪の位置を確認します。 

 

3) 位置が決まったら、ナベねじ(2 ヶ所)とロックナット(2 ヶ所)を順に固定します。 

（注意）ナベねじの固定は、ナベねじがパイプに接触してから 1/4 回転程度締めてくださ 

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意）長手方向の補強リブの間隔、また 

は切欠きの幅が 60mm 以下の育苗 

箱は使用できません。 
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７.７光電センサーの位置調節 
 

光電センサーの位置を調節すると、育苗箱が落下するタイミングが変化します。 

播種機（播種プラント）または土入れ機の搬送能力に合わせて光電センサーの位置を調節

します。 

 

光電センサーは投光側と受光側があり、投光側か

ら光を発して受光側で光の有り潵しを検出します。 

必ず両側の位置を調節してください。 
 

 

 

 

1) チョウボルト(1 ヶ所)をゆるめます。 

 

2) 光電センサーをスライドし、播種機（播種プラント）または土入れ機の搬送能力に合

わせます。 

（注意）センサーは両側にあります。必ず両側の位置を合わせてください。 

（注意）ラベルの数字は搬送能力の目安を示しています。 

 

3) チョウボルト(1 ヶ所)を固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動かした際に、「前の育苗箱が通遃する前に次の育苗箱が落下する」「播種作業または土入

れ作業時に育苗箱間にスキマがある」場合には再度この調節を行ってください。 

「前の育苗箱が通遃する前に次の育苗箱が落下する」場合→【逼い】のほうへ 

「播種作業または土入れ作業時に育苗箱間にスキマがある」→【速い】のほうへ 
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７.８箱分離ツメの位置調節 

 

育苗箱の補強リブに箱分離ツメが干渉する場合は、この調節を行ってください。 

 

1) 六角ナット(1 ヶ所)と六角穴付ボルト(1 ヶ所)をゆるめます。 

 

2) 箱分離ツメをスライドし、六角穴付ボルト(1 ヶ所)と六角ナット(1 ヶ所)を固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意）手で持つための切欠きの幅がない育苗箱は使用できません。 

（注意）手で持つための切欠きの幅が 140mm 以下の育苗箱は使用できません。 
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８.使い方 
 

 

 

 

 

８.１遀転及び作業要領 
 

1) メインスイッチが「OFF」になっていることを確認し、電源プラグを AC100V のコンセ

ントに差込みます。 

（注意）播種機(播種プラント)または土入れ機の予備コンセントには接続しないでくだ 

さい。 

播種機(播種プラント)または土入れ機の落下防止センサーと連動して停止する

と、本機の故障・誤作動や育苗箱の破損の原因になります。 

（注意）播種機(播種プラント)または土入れ機の電源プラグも AC100V のコンセントに差 

込んでください。 

 

2) 育苗箱を 20 箱以下に積重ねて本機の上に設置します。 

（注意）育苗箱を何種類か使用する場合は、同種類の箱をまとめて使用してください。 

育苗箱の種類が途中で変わるときには、再度７.３～７.８の調節を見直してく

ださい。調節の際は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

 

3) メインスイッチを「ON」にします。 

箱分離ツメが 1 回動いた後、スパイラルが回転（外回り）し育苗箱を 1 箱切り離し、

播種機または土入れ機の補助レール（播種プラントの場合はレール入り口邪）に落下

します。 

（注意）播種機(播種プラント)または土入れ機のメインスイッチも「ON」にしてください。 

 

4) センサーが落下した育苗箱を検出するとスパイラルが停止します。 

 

5) スパイラルが停止すると箱分離ツメが 1 回上下に動きます。 

 

6) 播種機(播種プラント)または土入れ機によって育苗箱が搬送されると、センサーの検

出が解除され、スパイラルが再び回転し次の育苗箱が播種機または土入れ機の補助レ

ール（播種プラントの場合はレール入り口邪）に落下します。 

（注意）動かした際に、「前の育苗箱が通遃する前に次の育苗箱が落下する」「播種作業ま 

たは土入れ作業地潎で育苗箱間にスキマがある」場合には「7.7 光電センサー 

の位置調節」を再度行ってください。 

 

 

 

 

 

7) 長時間の休憩時や作業終了時はメインスイッチを「OFF」にし、電源プラグを抜いて

ください。 

 

 

 

電源電圧は AC100V±5V を安定して供給してください。 

遚切な電源電圧でないと、故障や動作不良の原因となります。 注意 

注意 

調節の際は必ずミアヱシアチタを切り、電源フョギをケヱスヱテから抜い

てください。 

回転部に巻き込まれるなど、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 
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９.メンテナンス 

９.１スパイラルの向きの調整 
（スパイラルの向きがずれてしまった場合に行う） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 六角ボルト(2 ヶ所)をゆるめ、ベベルカバーを外します。 

（注意）この調整はベベルカバーを外さなくても行うことができますが、初めはベベ 

ルカバーを外して中を確認しながら行うことをおすすめします。 
 

2) ロックナット(2ヶ所)を十分ゆるめ、ナベねじ(2ヶ所)を軽く(1回転程度)ゆるめます。 
 

3) 箱受邪のスパイラルカバーを軽く持ち上げ、ベベルギアのかみ合わせを外します。 
 

4) スパイラルを手で回し、他のスパイラルと同じ向きに合わせます。 
 

5) スパイラルカバーをゆっくり下ろし、ベベルギアをかみ合わせます。 
 

6) ナベねじ(2 ヶ所)とロックナット(2 ヶ所)を順に固定します。 

（注意）ナベねじの固定は、ナベねじがパイプに接触してから 1/4 回転程度締めてください。 
 

7) ベベルカバーを元の位置に戻し、固定します。 

 

 

注意 

調整の際は必ずミアヱシアチタを切り、電源フョギをケヱスヱテから抜い

てください。 

回転部に巻き込まれるなど、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 
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１０.回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

記号 名称 部品コード 解説
SW1 スナップスイッチ 00980-43920

ヒューズ10Ａ 08100-00010
ヒューズホルダー 21038-31100-8

PL1 ネオンブラケット 00980-41360-Ａ SW1をONで点灯
PS1 スイッチングパワーサプライ 21038-41520 DC電源
FS1 光電スイッチ 00980-44750 苗箱を検知（場所：光電センサー）

「FS1が苗箱非検知+CDRがON」でリレーON

CR1の接点不良（故障）が起きると苗箱分離ツメが1回動いた後、スパイラルが動かない
「CR1とCR3がともにOFF」または「LS1がON」でリレーON

CR2の接点不良（故障）が起きると苗箱分離ツメが動かない、スパイラルは動く
「LS1が箱分離ツメの上下装置を検知」でリレーON
一度ONになったCR3は「CR1がON」になるまでONの状態が続く
CR3の接点不良（故障）が起きると苗箱分離ツメが動かない
CR3の接点不良（故障）が起きると苗箱分離ツメが止まらない
箱分離ツメの上下装置を検知（場所：カバーの中）
「CR1がOFF」になりM1が逆転し始めると上下装置を検知し「LS1がON」になり、上下装置が1サイ
クルすると上下装置非検知となり「LS1がOFF」になる

M1 レバーシブルモーター 21038-31050 「CR1がON+CR2がOFF」で正転（モーター軸が反時計方向に回転し、スパイラルが回転）、
C1 コンデンサ10μF （M1の付属品） 「CR2がON」で逆転（モーター軸が時計方向に回転し、苗箱分離ツメが上下）
PH1 フォトセンサ 21038-41510 苗箱を検知（場所：箱分離センサー）

「PH1が苗箱非検知」でリレーON ※注意：CDRを誤って別のソケットへ差込むと壊れます

CDRの接点不良（故障）が起きるとFS1が苗箱非検知でも、スパイラルは動かない

21038-30050-3

21038-31100-10

リレー

ソケット
CDRの接点溶着（故障）が起きるとPH1の影響を受けずに本機が動作する

21038-31100-9

21038-31100-10

リレー

ソケット

CR1の接点溶着（故障）が起きるとFS1とPH1の影響を受けずにスパイラルが回ってしまう

リレー

ソケット

21038-31100-9

21038-31100-10
CR2の接点溶着（故障）が起きると苗箱分離ツメが1回動いた後、スパイラルが動かない

F1

CR1

CR2

CR3

CDR

21035-41180マイクロスイッチLS1

リレー

ソケット

21038-31100-9

21038-31100-10
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１１. 手入れ・保管上のご注意 

 

 

 

 

 

1) 水洗いする場合は電源プラグをコンセントから外し、モーター・センサー及びスイッ

チへの放水はしないでください。 

 

2) 洗浄後よく乾かし、回転邪、スプロケット、チェーンへ十分に注油してください。 

 

3) 直射日光を遪けた湿気の少ないところに保管してください。 

 

4) 雨を遪け、平坦なところに保管してください。 

 

5) 保管の際は横倒しにしたり、上にものを置かないでください。 

 

6) 播種機(播種プラント)または土入れ機との連結は外して保管してください。 

 

 

１２.別売邪品 

■オプション邪品 

 

邪品名称 イラスト こんなときに 

ストック 

コンベア 

SSC800 

 

60 箱ストックしたいとき 

 

余裕をもって作業したいとき 

供給機用 

キャスター 

SNKC1 

 

移動を楽にしたいとき 

 

注意 
整備ヹ保管の際は必ずミアヱシアチタを切り、電源フョギをケヱスヱテか

ら抜いてください。 

ケヱスヱテに差込んだまま行うと、事故の原因になります。 
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１３.故障の診断と処置 

使用中、下表の様なトラブルが発生した場合は表に基づいて遚切な処置をしてください。 

■本機が動かない。（箱分離ツメが 1 回動いた後も含む） 

原 因 処 置 

電源プラグが抜けている。 電源プラグをＡＣ１００Ｖコンセントに接続

する。 

メインスイッチが「OFF」になっている。 メインスイッチを「ON」にする。 

モーター邪の郤線が断線している。 断線箇所を結線する。 

「10.回路図」を参澙。 

光電センサーの投光側と受光側の位置がずれ

ている。 

光電センサーの位置を調節する。 

「7.7 光電センサーの位置調節」を参澙。 

箱分離センサーが検知したままになってい

る。 

箱分離センサーが正常に動くよう注油する。 

 

■育苗箱が搬送されない。（播種機・播種プラント・土入れ機は動いている） 

原 因 処 置 

育苗箱が播種機(播種プラント)または土入れ

機に載っている面が狭くスリップしている。 

本機を播種機(播種プラント)または土入れ機

に出来るだけ近づける。 

「7.2 播種機(播種プラント)または土入れ機

への設置」を参澙。 
 

■播種作業または土入れ作業地潎で育苗箱間にスキマがある。 

原 因 処 置 

光電センサーの位置が搬送能力に合っていな

い。 

光電センサーの位置を調節する。 

「7.7 光電センサーの位置調節」を参澙。 

播種機(播種プラント)または土入れ機の箱ガ

イドがきつい。 

播種機(播種プラント)または土入れ機の箱ガ

イドを調節する。 
 

■育苗箱が引っ掛かり落下しない。 

原 因 処 置 

遚した育苗箱を使用していない。 遚した育苗箱を使用する。 

「2.使用上のご注意」を参澙。 

異なる種類の育苗箱を混ぜて使用している。 同じ種類の育苗箱ごとに分けて使用する。 

スパイラルの左右の間隔が狭い。 スパイラルの左右調節を行う。 

「7.3 箱受け邪スパイラルの左右調節」を参

澙。 

スパイラルカバーがきつい。 スパイラルカバーの調節を行う。 

「7.4 スパイラルカバーの調節」を参澙。 

スパイラルが育苗箱の補強リブに干渉してい

る。 

箱受邪の前後調節を行う。 

「7.6 箱受け邪の前後調節」を参澙。 

スパイラルの向きがずれている。 スパイラルの向きを 4ヶ所合わせる。 

「9.1 スパイラルの向きの調整」を参澙。 
 

■前の育苗箱が通遃する前に次の育苗箱が落下する。 

原 因 処 置 

光電センサーの位置が搬送能力に合っていな

い。 

光電センサーの位置を調節する。 

「7.7 光電センサーの位置調節」を参澙。 
 

■箱分離ツメが止まらない。 

原 因 処 置 

上下装置を検知するセンサーの故障。 センサーを交換する。 
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